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1. はじめに
　近年、両生類の世界的な減少が報告されている
（Houlahan et al. 2000；Stuart et al. 2004）。日本
では生息する両生類の74％（91種中の67種）が環境
省レッドリストに掲載されている（環境省 2020）。し
かし、両生類の置かれている現状や生息条件を明ら
かにした研究は未だ少なく、知見の蓄積が望まれて
いる（Wells 2007）。両生類は一般的にその移動能
力の低さや、生活史で水と陸地の両方を必要とすると
いった条件などから、分布に局所的な要因と景観的な
要因の両方から影響を受けており（Lindenmayer et 
al. 2008；Kato et al. 2010；山本・千賀 2012）、一部
の種を除いて、人間活動による開発に弱く、また地理
的条件によって地域個体群に分断されやすいことか
ら、局地的に絶滅しやすい傾向にある（Sinsch et al. 
2012）。こうした背景から、各地域における分布状況や
生活史などを記録していくことが重要である。
　カエルは繁殖期間中に雄が雌を誘引するために広告
音（鳴き声）を出す。繁殖行動の活性を簡易に測るため
の手法として、この鳴き声を指標とした方法が活用され
ている（福山ほか 2009）。特に近年、自動録音装置で
地域のカエル相の把握や繁殖期のモニタリングを行う
研究が行われており、知見が蓄積している（山本 2012；
山内ほか 2014；Noha et al. 2018）。これらの調査は、
本州の水田地帯や里山を対象に実施されている。また
調査対象とされている種の多くは、長期的繁殖者と呼ば

れる繁殖特性を示し（松井 1996）、比較的長期間に
わたって連続的に繁殖活動を行うため、自動録音装
置によって繁殖行動活性の測定を試みやすい種であ
る。一方で、爆発的繁殖者に分類されるアカガエルに
関するモニタリング例は少ない（冨谷ほか 2019）。
　北海道にはエゾアカガエルRana piricaが生息してお
り、平地から標高2,000ｍの高所まで道内全域に広範
囲で分布している（Matsui 1991）。通常の繁殖期は4月
から5月とされているが（竹中 2004；桑原ほか 2014）、
高所に生息するものは7月に繁殖するという報告もある
（小林ほか 1964）。湿地や池、小さな水たまりなどの
止水域で短期間に繁殖する（Matsui 1991）。
　大規模酪農地帯である北海道東部の根釧地域にお
いて、別寒辺牛湿原におけるエゾアカガエルの産卵状
況と幼生の生育環境に関する報告や（羽角 1998）、越
冬状況に関する報告（三浦 2016）はあるものの、その
他の基礎生態情報に関する知見は少ない。
　そこで本研究は、根釧地域の東部に位置する野付郡
別海町において、国営環境保全型かんがい排水事業に
て造成された排水路に附帯する施設である遊水湿地を
対象に、鳴き声の定点モニタリングを行い、本地域にお
けるエゾアカガエルの繁殖時期を把握した。また、録音
に適した時間帯の検討を行うとともに、近隣のアメダス
データと比較して気象条件と繁殖活動との関連性を検
討した。
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摘　　要
　北海道野付郡別海町の国営かんがい排水事業によって整備された排水路の附帯施設である人工湿地において、2023
年の3月中旬から5月下旬までエゾアカガエルRana piricaの音声モニタリング調査を行った。湿地脇に防水加工したICレ
コーダーを設置し、12:00からの10分間と20:00からの10分間、周囲の音声を録音した。積雪がなくなって1週間経過した3
月29日から5月3日の期間で断続的に鳴き声が確認された。繁殖活動のピークと思われる時期は3月30日から4月20日の3週
間程度だった。鳴きはじめた日は昼の方が早かったが、その後は夜の方が繁殖音の確認頻度が多かったことから、20:00に
おける1日1回のサンプリングでも繁殖ピークの動態を把握することは可能だと考えられた。また、気象データと照らし合わ
せた結果、積雪深と気温が鳴き声の活性と関連しているように思われた。
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2. 材料と方法．

2.1 調査地
　北海道野付郡別海町の中央部に位置し、牧草地帯の
脇を流れて風蓮湖に注ぐ普通河川ポンヤウシュベツ川に
接続する人工支流として国営環境保全型かんがい排水
事業別海地区にて2003年に整備されたポン北川排水路
に附帯する人工湿地（北緯43度21分44秒、東経145度
6分30秒）を調査地点と設定し（金田ほか 2006）、定点
鳴き声調査を行った（図１）。
　湿地については、降雪期は状況を確認できなかったも
のの、2023年4月から7月に確認した限り、常時2cmから
15cmほどの湛水があった（図２）。排水路及び湿地の周
りは、ハンノキやカワヤナギなどが生えていた。
　調査地に近い気象観測地点別海（野付郡別海町別
海川上町）の2013年から2022年の年平均気温は6.1℃、
最暖月の平均気温は18.6℃（7月または8月）、最寒月の
平均気温は-7.4℃（1月または2月）で、北海道内でも特に
寒冷な地域である。年平均降水量は1,234mm、年平均
の最深積雪は79cmで、湿潤大陸性気候に属する。夏季
に日照時間が短いことも特徴である。

2.2 方法
　鳴き声モニタリング調査は、2023年3月12日から5月29
日にかけて行った。使用機材には、 SANYO製 のICレ
コーダー（ICR-PS501RM）を用いて、タイマー予約機能
を使用し、毎日周囲の音声の録音を行った。レコーダー
と防虫乾燥剤を市販のチャック付きポリ袋に入れた上
で、プラスチック製のケースに封入し、ビニールひもで木
の幹に括り付けた。水面からの高さは、1.5mとした。
　録音時間は、福山ほか（2009）の手法に従い 20:00 
から 20:10 を調査時間と定めたほか、エゾアカガエルは
日中も鳴くという情報もあったことから（竹中 2004；徳
田 2011）、日中である12:00から12:10も録音した。録音
データはレコーダー内のmicro SD カードに保存され、3
週間に1回程度の頻度でこれを回収するとともに、レコー
ダーの電池交換を行った。収集した音声データを聞き
取って、10 分間に一度以上鳴いたカエルの種類を記録し
た。また、季節変化を表現するため録音データを以下の

ように集計して定量化を試みた。レベル 0：鳴かない、レ
ベル 1：時々鳴き声が聞こえる、レベル 2：複数の個体が
鳴き合うが途切れることがある、レベル 3：途切れること
なく合唱が続く、というように 0 から 3 の鳴き声の評価
基準（鳴き声強度）を設けた。

2.3 気象データ
　調査地点から直線距離で約2kmの位置に別海地
域気象観測所があるため、気象庁のＨＰを通してア
メダスのデータを利用した（https://www.data.jma.
go.jp/obd/stats/etrn/index.php?prec_no=18&block_
no=0088&year=&month=&day=&view=；2023年12月
20日確認）。

3. 結果と考察

　エゾアカガエルの鳴き声は、初記録が3月29日の12：
00、最終記録は5月3日の20：00だった。3月30日から4月
20日の3週間程度の間に多くの鳴き声が確認されたが、
断続的であり、ピークと思われる期間の中でも、全く鳴
き声が確認されなかった日も存在した（図３）。また、4月
24日にICレコーダーの電池交換で現地を訪れた際、水
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図1．調査地概要．

図 2．調査した人工湿地の2023 年の様子．ICレコーダーの電池交換等の際に撮影．
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面を目視で確認したところ、産卵後時間が経過し孵化間
近の卵塊を10個程度確認した。その他に現地を訪れた
3月12日、4月2日、5月13日、5月29日には卵塊は確認でき
なかった。札幌市円山動動物園内のビオトープ池におい
て卵塊調査を行った桑原ら（2014）は、エゾアカガエルの
産卵期は4月下旬から5月上旬だったと報告している。ま
た、道東に位置する厚岸町の別寒辺牛湿原において両
生類相を調査した羽角（1998）は、5月10日から5月18日
において湿地内の池でエゾアカガエルの卵塊を確認した
と報告している。当該調査の結果は、これらとほぼ同じ
かやや早くから繁殖活動を行っている傾向がみられた。
　12:00の録音において得られた79データのうち、12
データでエゾアカガエルの鳴き声が確認された。鳴き声
強度をみると、活性毎の内訳は、レベル１から３までが順
に2、8、2データであった。20:00の録音において得られ
た78データのうち、28データでエゾアカガエルの鳴き声
が確認された。鳴き声強度をみると、活性毎の内訳は、
レベル1から3までが順に9、8、11データであった。鳴き声
の時間的推移は昼と夜で連動しているようにみえるが、

夜の方がより活発に鳴く傾向がみられた。ニホンアカガ
エルRana japonicaとヤマアカガエルRana ornativentris
に関する既往研究において、産卵が特定の数日に限ら
れる傾向があり（倉本・石川 2000）、20:00のみの録音
では繁殖期の取りこぼしが懸念されると考察されている
（冨谷ほか 2019）。しかし、エゾアカガエルを対象とし
た本地域におけるモニタリングの結果を見る限り、20:00
における1日1回のサンプリングでも繁殖時期の動態を把
握することは可能だと考えられた。
　気象データと鳴き声との関係を図４に示す。積雪深が
0cmとなって根雪のなくなった3月22日の1週間後から、
エゾアカガエルの鳴き声が確認され始めた。初確認は3
月29日の12:00であり、前日よりも気温が上昇した日だっ
た。また、繁殖活動のピークと思われる期間でも鳴き声
が確認できない日が存在した。鳴き声の確認できなかっ
た4月3日及び4月17日については、気温が前後日よりも
低かったことから、繁殖活動の活性が落ちた要因として
は、気温の低下による影響が大きいと思われた。しかし
ながら、前述の通り、たまたま録音時間中に鳴かなかっ
た可能性も否定できない。
　その他の要因として、カエル類を対象とした他の研
究では、繁殖活動において、風速が負の要因となってい
るという報告や（例えば、Steelman and Dorcas 2010；
Matsushima et al. 2022）、降水量が負の要因（例えば、
Fukuyama and Kusano 1992；Oseen and Wassersug 
2002）または正の要因（例えば、奥野 1985）となってい
るという報告があるが、当調査では、風の強弱や降雨の
有無と鳴き声との間に明確な関連性は認められなかっ
た。

図 3．エゾアカガエルの鳴き声データ．

図 4．調査時間帯別におけるエゾアカガエルの鳴き声強度と気象要因のデータ．
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　なお、気象庁データを確認する限り、積雪深が0と
なる日にち（3月22日）は、ここ10年の中で2020年と並ん
で2023年が最も早かった。本年は比較的積雪が少なく
（最大積雪深68cm）、融雪が早かったことから、例年
よりも繁殖活動が若干早まった可能性がある。
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